
御取引先関係会社各位

拝啓　　貴社ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は、格別のご愛顧をいただき、

厚く御礼申し上げます。

　さて、これまで多くの皆様にご愛顧いただいております弊社製品「熱分析用カップ」につきまして、

今後のさらなる安定供給と品質向上を目指し、このたび、生産の一部を日本国内へ移行する 

ことといたしましたので、下記のとおりご報告申し上げます。

　国内生産体制への移行に何卒ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 敬具

記

1. 国内生産体制へ移行する背景

　本製品の主要成分である鉱物「テルル」について、現在中国政府による輸出規制の

適用強化が進んでおります。直近の税関手続きの厳格化を受け、従来の輸入ルートに

依存した供給体制では、将来的に地政学リスクを免れないと判断いたしました。

　そこで弊社はお客様へ今後も製品を遅滞なくお届けするため、従来のサプライチェーンを

抜本的に見直し、段階的に国内生産体制へ移行する決定をいたしました。

2. 2026年の中国輸出規制の情勢と今後の見通し

　2026年現在、中国政府による重要鉱物への輸出管理は一段と厳格化されており、

税関手続きの長期化・不透明化が常態化しております。この状況は今後も継続・強化される

見通しであり、今回の移行はお客様への長期的な安定供給を担保するために不可欠な

プロセスであると位置づけております。

3. 「国内生産体制」の概要

お客様に安心して製品をご使用いただくため、以下の通り国内で「仕上げ体制」を構築いたします。

・コア部材の国内調達：核心部材となる「テルル」については、

地政学リスクの及ばない日本国内において独自にルートを確保・調達いたします。

・国内での確実なアセンブリ：国内調達したテルルを、

日本国内の製造ラインにて組み込み、完成品としてお客様にお届けいたします。

・国内完成品の仕様変更：国内生産体制への移行に伴い、テルルをショット形状から

一時的に粉末形状へ変更いたします。＊弊社ホームページに写真を掲載いたしますので、併せてご確認ください。

4.仕様変更と国内生産品の出荷時期について

　生産ラインの検証および新仕様の最終テストを実施し、従来品と同等の性能と品質を確認できましたため、

「粉末テルルカップ」を一時的にお客様へ順次出荷を開始させていただく予定です。

「粉末テルルカップ」出荷期間は2026年８月中旬～9月上旬、以降は従来の「ショットテルルカップ」になります。

　何卒事情をご賢察いただき、今後とも変わらぬお引き立てを賜りますようお願い申し上げます。

本件に関する詳細やご相談につきましては、弊社営業担当やホームページまでお問い合わせ 

いただけますようお願い申し上げます。 以上
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「熱分析用カップ」の国内生産体制への移行に関するお知らせ


